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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
槽体の底部で排水口を形成する排水栓と、
前記排水栓と接続される排水管と、
排水口の開閉を行う弁体と、
弁体の操作を行う操作部と、
操作部の操作を弁体へと伝達するレリースワイヤと、
レリースワイヤを固定するワイヤ受けと、
からなる遠隔操作式排水栓装置について、
排水管はワイヤ受けが軸方向に進退可能に取り付けられているとともに、当該ワイヤ受け
を上方に向けて付勢する弾性部材を有し、
排水栓は弾性部材によって付勢されたワイヤ受けが当接するストッパーを有し、
当該弾性部材によって付勢されたワイヤ受けがストッパーに当接することによってワイヤ
受けが適切な位置に配置され、
ワイヤ受けが排水管に対して着脱可能であるとともに、
ストッパーが排水栓に対して着脱可能であって、
ストッパーを取り外すことによってワイヤ受けが排水栓から取り外すことが可能となるこ
とを特徴とする遠隔操作式排水栓装置。
【請求項２】
ストッパーが排水栓の内部に配置されており、
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ワイヤ受けがストッパーに当接した状態において、ワイヤ受けが排水栓の内部に配置され
ることを特徴とする請求項１に記載の遠隔操作式排水栓装置。
【請求項３】
遠隔操作式排水栓装置はワイヤ受けを一時的に保持する仮保持部を備え、
排水管を排水栓に取り付けた後に、仮保持部による上記保持を解除することによってワイ
ヤ受けをストッパーに当接させることを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の遠隔操
作式排水栓装置。
【請求項４】
槽体の底部で排水口を形成する排水栓と、
排水口の開閉を行う弁体と、
槽体又は槽体近傍の開口部分を形成する操作部本体と、排水口の開閉操作を行うスイッチ
部と、開口の裏面より操作部本体と接続される継手部材から成る操作部と、
操作部の操作を弁体へと伝達するレリースワイヤと、
レリースワイヤを固定するワイヤ受けと、
からなる遠隔操作式排水栓装置について、
継手部材はワイヤ受けが軸方向に進退可能に取り付けられているとともに、当該ワイヤ受
けをスイッチ部側に向けて付勢する弾性部材を有し、
操作部本体は弾性部材によって付勢されたワイヤ受けが当接するストッパーを有し、
当該弾性部材によって付勢されたワイヤ受けがストッパーに当接することによってワイヤ
受けが適切な位置に配置され、
ワイヤ受けが継手部材に対して着脱可能であるとともに、
ストッパーが操作部本体に対して着脱可能であって、
ストッパーを取り外すことによってワイヤ受けが継手部材から取り外すことが可能となる
ことを特徴とする遠隔操作式排水栓装置。
【請求項５】
ストッパーが操作部本体の内部に配置されており、
ワイヤ受けがストッパーに当接した状態において、ワイヤ受けが操作部本体の内部に配置
されることを特徴とする請求項４に記載の遠隔操作式排水栓装置。
【請求項６】
遠隔操作式排水栓装置はワイヤ受けを一時的に保持する仮保持部を備え、
継手部材を操作部本体に取り付けた後に、仮保持部による上記保持を解除することによっ
てワイヤ受けをストッパーに当接させることを特徴とする請求項４又は請求項５に記載の
遠隔操作式排水栓装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、浴槽や洗面ボウル等の槽体に設けられた排水口を遠隔的に開閉する遠隔操作
式排水栓装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、浴槽や洗面ボウル等の槽体の底面に設けられた排水口を遠隔的に開閉する装置と
して、遠隔操作式排水栓装置が知られている。
　従来の遠隔操作式排水栓装置は、槽体の開口に取り付けられて排水口を形成する排水栓
と、排水口に配置された弁体と、排水口とは離れた位置に配置された操作部と、排水口と
操作部を繋ぐレリースワイヤと、弁体を突き上げる弁軸により構成されている。当該遠隔
操作式排水栓装置は、操作部の操作をレリースワイヤによって弁軸へと伝達するとともに
、弁軸が弁体を突き上げることにより当該弁体が上下し、排水口の開閉を遠隔的に行う構
造となっている。
【０００３】
　上記のように構成された遠隔操作式排水栓装置は、以下のように施工される。
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【０００４】
　まず、槽体の開口を介して排水栓と排水管を螺合させる。又、排水口とは離れた位置に
操作部を取り付ける。そして、操作部よりレリースワイヤを挿通し、レリースワイヤの一
端をペンチ等の工具・治具を利用して槽体の排水口より引き出し、レリースワイヤの一端
ワイヤ受けに保持させた後に、ワイヤ受けを排水栓に取り付ける。その後、レリースワイ
ヤの他端を操作部に固定することで遠隔操作式排水栓装置の施工が完了する。
【０００５】
　上記のような従来の施工においては、操作部側よりレリースワイヤを挿通させることや
、排水口よりレリースワイヤを引き出すことが大変困難であった。又、排水栓よりレリー
スワイヤを引き出す工程において、無理矢理レリースワイヤを引き出す等した際に、レリ
ースワイヤが急角度で屈曲しまうことにより折れ曲がり、破損する場合があった。
【０００６】
　そこで、予めレリースワイヤ及びワイヤ受けを排水管に取り付け、排水栓を排水管と螺
合させる構造等、施工性の向上やレリースワイヤの破損防止を目的とした構造が提案され
ている。
　特許文献１に記載の遠隔操作式排水栓装置においては、排水管（配管）にリング体を軸
方向に対して進退可能に配置している。又、リング体は弾性部材によって排水栓に向けて
付勢された状態となっている。当該特許文献１においては、上記リング体にワイヤ受けを
固定すると、弾性部材によって付勢されたリング体が排水栓下端に当接することによって
、リング体に固定されたワイヤ受けの位置決めを行われる構造となっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２０１３－２５３４１６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　上記特許文献１に記載の遠隔操作式排水栓装置は、メンテナンスの為に取り外したワイ
ヤ受けを再びリング体に固定する際には、ワイヤ受けをリング体に対して押しつけること
で取り付けを行う。しかし、リング体の下方には弾性部材が配置されているため、上記押
しつけに伴い弾性部材が収縮し、リング体の固定が困難であるなどの問題を有している。
【０００９】
　本発明は上記問題に鑑み、施工性を向上させるとともに、施工時等において装置の破損
を防ぐことができる遠隔操作式排水栓装置の提供を課題とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記課題を解決するための請求項１に記載の本発明は、槽体の底部で排水口を形成する
排水栓と、
前記排水栓と接続される排水管と、
排水口の開閉を行う弁体と、
弁体の操作を行う操作部と、
操作部の操作を弁体へと伝達するレリースワイヤと、
レリースワイヤを固定するワイヤ受けと、
からなる遠隔操作式排水栓装置について、
排水管はワイヤ受けが軸方向に進退可能に取り付けられているとともに、当該ワイヤ受け
を上方に向けて付勢する弾性部材を有し、
排水栓は弾性部材によって付勢されたワイヤ受けが当接するストッパーを有し、
当該弾性部材によって付勢されたワイヤ受けがストッパーに当接することによってワイヤ
受けが適切な位置に配置され、
ワイヤ受けが排水管に対して着脱可能であるとともに、
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ストッパーが排水栓に対して着脱可能であって、
ストッパーを取り外すことによってワイヤ受けが排水栓から取り外すことが可能となるこ
とを特徴とする遠隔操作式排水栓装置である。
【００１２】
　請求項２に記載の本発明は、ストッパーが排水栓の内部に配置されており、
ワイヤ受けがストッパーに当接した状態において、ワイヤ受けが排水栓の内部に配置され
ることを特徴とする請求項１に記載の遠隔操作式排水栓装置である。
【００１３】
　請求項３に記載の本発明は、遠隔操作式排水栓装置はワイヤ受けを一時的に保持する仮
保持部を備え、
排水管を排水栓に取り付けた後に、仮保持部による上記保持を解除することによってワイ
ヤ受けをストッパーに当接させることを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の遠隔操
作式排水栓装置である。
【００１４】
　請求項４に記載の本発明は、槽体の底部で排水口を形成する排水栓と、
排水口の開閉を行う弁体と、
槽体又は槽体近傍の開口部分を形成する操作部本体と、排水口の開閉操作を行うスイッチ
部と、開口の裏面より操作部本体と接続される継手部材から成る操作部と、
操作部の操作を弁体へと伝達するレリースワイヤと、
レリースワイヤを固定するワイヤ受けと、
からなる遠隔操作式排水栓装置について、
継手部材はワイヤ受けが軸方向に進退可能に取り付けられているとともに、当該ワイヤ受
けをスイッチ部側に向けて付勢する弾性部材を有し、
操作部本体は弾性部材によって付勢されたワイヤ受けが当接するストッパーを有し、
当該弾性部材によって付勢されたワイヤ受けがストッパーに当接することによってワイヤ
受けが適切な位置に配置され、
ワイヤ受けが継手部材に対して着脱可能であるとともに、
ストッパーが操作部本体に対して着脱可能であって、
ストッパーを取り外すことによってワイヤ受けが継手部材から取り外すことが可能となる
ことを特徴とする遠隔操作式排水栓装置である。
【００１６】
　請求項５に記載の本発明は、ストッパーが操作部本体の内部に配置されており、
ワイヤ受けがストッパーに当接した状態において、ワイヤ受けが操作部本体の内部に配置
されることを特徴とする請求項４に記載の遠隔操作式排水栓装置である。
【００１７】
　請求項６に記載の本発明は、遠隔操作式排水栓装置はワイヤ受けを一時的に保持する仮
保持部を備え、
継手部材を操作部本体に取り付けた後に、仮保持部による上記保持を解除することによっ
てワイヤ受けをストッパーに当接させることを特徴とする請求項４又は請求項５に記載の
遠隔操作式排水栓装置である。
【発明の効果】
【００１８】
　請求項１に記載の本発明によれば、施工前にレリースワイヤを排水管内に配置しておく
ことが可能となるため、施工現場においてレリースワイヤを排水管に挿通する作業が不要
となる。又、ワイヤ受けがストッパーに当接することによって位置決めされるため、施工
される槽体の厚みに左右されず、常に好適な位置にワイヤ受けが配置される。
　又、ストッパーを取り外すことによりワイヤ受けが着脱可能となるため、メンテナンス
性が向上する。
　請求項２に記載の本発明によれば、ワイヤ受けが排水栓の内部に配置されることにより
、レリースワイヤの出代調整が容易となる。
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　請求項３に記載の本発明によれば、排水栓を取り付ける際に弾性部材の応力が加わらな
いため、容易に取り付けが可能となる。又、排水栓の取り付け時に弾性部材に余計な応力
が加わることを防ぐことが可能となる。
　請求項４に記載の本発明によれば、施工前にレリースワイヤを継手部材内に配置してお
くことが可能となるため、施工現場においてレリースワイヤを継手部材に挿通する作業が
不要となる。又、ワイヤ受けがストッパーに当接することによって位置決めされるため、
施工される箇所の厚みに左右されず、常に好適な位置にワイヤ受けが配置される。
　又、ストッパーを取り外すことによりワイヤ受けが着脱可能となるため、メンテナンス
性が向上する。
　請求項５に記載の本発明によれば、ワイヤ受けが操作部本体の内部に配置されることに
より、レリースワイヤの出代調整が容易となる。
　請求項６に記載の本発明によれば、操作部本体を取り付ける際に弾性部材の応力が加わ
らないため、容易に取り付けが可能となる。又、操作部本体の取り付け時に弾性部材に余
計な応力が加わることを防ぐことが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の遠隔操作式排水栓装置の全体構造を示す要部断面図である。
【図２】排水口側の構造を示す断面図である。
【図３】排水口側の構造を示す分解斜視図である。
【図４】ストッパーを示す斜視図である。
【図５】排水管を示す（ａ）側面図（ｂ）底面図である。
【図６】図５の（ａ）Ａ－Ａ'断面図（ｂ）Ｂ－Ｂ’断面図である。
【図７】ワイヤ受けを示す斜視図である。
【図８】本発明の施工過程を示す断面図である。
【図９】図８の状態から、排水栓が螺合する過程を示す断面図である。
【図１０】図９の状態から、螺合が完了した状態を示す断面図である。
【図１１】本発明の第二実施形態を示す断面図である。
【図１２】本発明の第三実施形態を示す断面図である。
【図１３】本発明の施工過程を示す断面図である。
【図１４】図１３の状態から、排水栓の螺合が完了した状態を示す断面図である。
【図１５】図１４の状態から、仮保持部の保持を解除した状態を示す断面図である。
【図１６】本発明の第四実施形態の全体構造を示す要部断面図である。
【図１７】操作部側の構造を示す断面図である。
【図１８】操作部本体を示す（ａ）側面図（ｂ）底面図である。
【図１９】図１８の（ａ）Ａ－Ａ'断面図（ｂ）Ｂ－Ｂ’断面図である。
【図２０】本発明の施工過程を示す断面図である。
【図２１】図２０の状態から、排水栓が螺合する過程を示す断面図である。
【図２２】図２１の状態から、螺合が完了した状態を示す断面図である。
【図２３】本発明の第五実施形態を示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、図面を参照しながら本発明の遠隔操作式排水栓装置１を説明する。尚、以下に記
載する説明は実施形態の理解を容易にするためのものであり、これによって発明が制限し
て理解されるものではない。又、以下の実施形態においては図１に示す状態を基準として
上下左右を説明する。
【００２１】
　図１に示すように、本発明の遠隔操作式排水栓装置１は、浴槽である槽体Ｂの底部に形
成された開口を開閉するための装置であって、当該開口と離れた位置に配置された操作部
２に付与された操作をレリースワイヤ３を介して弁体８へと伝達し、弁体８を昇降させる
ことで槽体Ｂ底部の排水口４１を開閉させる構造となっている。当該遠隔操作式排水栓装
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置１は操作部２、レリースワイヤ３、排水栓４、排水管５、ワイヤ受け７、弁体８より構
成されている。
【００２２】
　操作部２は槽体Ｂの側壁を螺合によって挟持することで取り付けられており、チューブ
体及びレリースワイヤ３の一端と連結している。チューブ体は他端において排水管５の枝
管部５１と連結し、排水管５へと続くオーバーフロー流路を形成している。又、チューブ
体は内部にレリースワイヤ３が挿通されている。
【００２３】
　レリースワイヤ３は金属をコイル状に巻いた撚り線であるインナーワイヤと、合成樹脂
よりなる中空のアウターチューブより構成されている。インナーワイヤは側面からの応力
に対しては可撓性を備えるとともに、軸方向からの応力に対しては剛性を有しており、上
記アウターチューブ内に進退可能に収納されている。又、レリースワイヤ３は一端におい
て軸部３１を有し、インナーワイヤがアウターチューブ内を進退することによって軸部３
１を突出させることが可能となっている。尚、軸部３１にはロック機構が内蔵されており
、軸部３１の突出状態をロックすることができる。
　又、レリースワイヤはその一端が上記操作部２のスイッチ部１１と連結されていること
により操作部２内に配置されているとともに、他端（軸部３１側）が後述するワイヤ受け
７に固定されており、排水栓４内に配置されている。
【００２４】
　図２及び図３に示すように、排水栓４は上端にフランジ部分を有する筒状の部材であっ
て、槽体Ｂ底部の開口に上方（表面）より挿通され、内部に槽体Ｂ内部の排水を排出する
排水口４１を形成する。又、排水栓４はフランジ部分の下方から下端にかけて、その外周
に雄螺子が形成されており、開口の下方（裏面）より排水管５が螺合している。そして、
排水栓４と排水管５はパッキンを介して螺合し、槽体Ｂ底部の開口の周囲を挟持すること
で水密に接続されている。
　尚、排水栓４は内周中程において、全周に亘り内溝部４２を形成している。尚、内溝部
４２にはストッパー４３が配置されている。
　図３及び図４に示すように、ストッパー４３は平面視略Ｃ字状のリング部材であって、
両端部が内側に屈曲することによってツマミ４４を形成している。尚、ストッパー４３は
（ストッパー４３に対して）何ら応力が加わっていない状態において、その外径が排水栓
４の内径よりも大きく、且つ、その内径が排水栓４の内径よりも小さく形成されている。
又、ストッパー４３はその下面においてワイヤ受け７と当接している。
【００２５】
　図２に示すように、排水管５は排水口４１より排出された排水を更に下方（下流側）の
配管（図示せず）へと流出させる管路を形成し、上部において排水栓４と螺合する雌螺子
を備えるとともに、側方（図２における右側）において枝管部５１を備えている。又、図
５及び図６に示すように、排水管５は内周において、下端から中程にかけて、軸方向に溝
部５２が形成されている。図５（ｂ）に示す底面図のように、溝部５２は排水管５の内周
に４箇所形成されており、溝部５２の側面は一方が段状、且つ他方が傾斜状に形成された
傾斜面５３となっている。又、溝部５２の上端はワイヤ受け７の爪部７３と係合する係合
部５４となっている。又、上記溝部５２の上方に段部５５が形成されており、弾性部材６
が載置されている。
　枝管部５１は可撓性のチューブ体が嵌着しており、操作部２側からオーバーフローした
排水が合流する流路を形成している。又、チューブ体は内部にレリースワイヤ３が挿通さ
れており、レリースワイヤ３のガイド管としても機能する。ここで、枝管部５１は外周に
おいて断面視略三角形状のリブが複数設けられており、チューブ体の抜けを防止する形状
となっている。尚、チューブ体に関しては、可撓性を有するゴム等より成るものであって
もよく、蛇腹形状によって可撓性を有するものであっても良い。
【００２６】
　弾性部材６はステンレス材からなるスプリングであり、ワイヤ受け７の外側に配置され
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ているとともに、段部５５上に載置されてワイヤ受け７を上方へと付勢している。
【００２７】
　図２及び図７に示すように、ワイヤ受け７は略筒状であって、固定部７１、フランジ部
７２、爪部７３より構成されている。固定部７１はワイヤ受け７の中心に配置された筒状
部分であり、前記レリースワイヤ３の軸部３１を固定している。フランジ部７２はワイヤ
受け７の上端に形成され、外側へ向けて延設されたフランジ部分であって、その下面より
弾性部材６によって上方へ向けて付勢されており、上面が前記ストッパー４３に当接して
いる。即ち、ワイヤ受け７は弾性部材６によってストッパー４３に押し当てられることで
その位置が決定されている。爪部７３はワイヤ受け７の下端において外側に向けて形成さ
れており、排水管５の溝部５２と対応する位置において４箇所形成されているが、図２に
示す施工完了状態においては前記係合部５４とは係合していない。
【００２８】
　弁体８は周囲にパッキンが嵌着されており、図２に示す下降状態においてパッキンと排
水栓４が当接することによって排水口４１を閉塞状態にすることができる。又、弁体８は
下端においてレリースワイヤ３の端部が当接している
【００２９】
　上記第一実施形態の遠隔操作式排水栓装置１は、以下のように作動する。
【００３０】
　まず、弁体８が下降しており、排水口４１が閉塞されている状態において、操作部２の
スイッチ部１１に対して押動操作を加えると、レリースワイヤ３のインナーワイヤが弁体
８側へ向けてアウターチューブ内を摺動する。
　インナーワイヤの摺動に伴い、軸部３１が上方へと突出し、弁体８を押し上げることで
、弁体８に嵌着されたパッキンが排水栓４から離間し、排水口４１が開口する。
【００３１】
　この時、軸部３１内に設けられたロック機構が作動し、軸部３１の突出状態がロックさ
れる。
【００３２】
　次に、排水口４１が開口している状態より更にスイッチ部１１を押動すると、前記軸部
３１の突出状態が解除され、弁体８が下降する。そして、弁体８に嵌着されたパッキンが
再び排水栓４に当接することによって、排水口４１が閉塞される。
【００３３】
　このようにして、本発明の遠隔操作式排水栓装置１は、スイッチ部１１の押動操作を繰
り返すことによって、排水口４１の開閉を遠隔的に行うことが可能となる。
【００３４】
　尚、上記遠隔操作式排水栓装置１に対し、排水口４１が開口している状態、即ち弁体８
が上昇した状態において、弁体８が踏まれる等、弁体８に対して過剰な応力が加えられる
と、軸部３１に内蔵されたショックアブソーバースプリングが収縮し、応力を吸収する。
又、この時、ワイヤ受け７の下方に設けられた弾性部材６も収縮し、当該弾性部材６の収
縮によっても応力を吸収することができる。
【００３５】
　上記第一実施形態の遠隔操作式排水栓装置１は、以下のように取り付けられる。
【００３６】
　まず、工場等において、予め排水栓４の内溝部４２にストッパー４３を配置する。又、
排水管５の内部にレリースワイヤ３、弾性部材６、ワイヤ受け７を配置する。
　この時、弾性部材６がワイヤ受け７の外側に配置されているとともに、段部５５上に載
置されてワイヤ受け７を上方に付勢している。又、ワイヤ受け７は固定部７１においてレ
リースワイヤ３の軸部３１を支持固定するとともに、爪部７３が排水管５の溝部５２内に
配置され、爪部７３が係合部５４と係合している。即ち、ワイヤ受け７は弾性部材６によ
って上方に付勢されているが、爪部７３が係合部５４と係合していることにより、排水管
５から抜け落ちることなく保持されている。
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　次に、施工現場において、槽体Ｂ底部の開口の下面（裏面）に上記排水管５を配置する
。この時、排水管５の上面及び槽体Ｂ底部の開口にパッキンを嵌着させる。
　そして、槽体Ｂ底部の開口の上方（表面）より、槽体Ｂとパッキンを介して排水栓４を
排水管５と螺合させる。（図８）ここで、図９に示すように、排水栓４と排水管５との螺
合を進めると、排水管５のストッパー４３下面とワイヤ受け７上面が当接する。この状態
より更に螺合を進めると、ワイヤ受け７下方の弾性部材６が収縮し、ストッパー４３がワ
イヤ受け７を押し下げ始める。尚、弾性部材６は収縮しつつもワイヤ受け７を上方へ向け
て付勢していることから、常にワイヤ受け７はストッパー４３に当接した状態となってい
る。
　十分に螺合を進め、排水栓４と排水管５が槽体Ｂ底部の開口に対して水密に固定された
時、図１０に示すようにワイヤ受け７の位置が確定される。この時、ワイヤ受け７は弾性
部材６に付勢されるとともにストッパー４３と当接することによって、排水栓４内の好適
な位置に配置されている。
　最後に、弁体８を軸部３１に取り付けることで図２に示す状態となり、施工が完了する
。
【００３７】
　上記第一実施形態の遠隔操作式排水栓装置１は、以下の手順でのメンテナンスを行う。
【００３８】
　ストッパー４３のツマミ４４を、ストッパー４３の端部同士が近づくように握る。この
時、ストッパー４３の外径が小さくなり、排水栓４の内溝部４２よりストッパー４３を取
り出すことが可能となる。尚、ストッパー４３を取り外すと、ストッパー４３にワイヤ受
け７が当接していたことにより収縮していた弾性部材６が膨張し、爪部７３が排水管５の
係合部５４に係合する位置までワイヤ受け７が上昇する。
　次に、治具等を使用し、ワイヤ受け７を反時計回りに回転させる。この時、爪部７３が
溝部５２の傾斜面５３上を摺動し、爪部７３が内側へと撓むことによって溝部５２より外
れる。即ち、溝部５２から爪部７３が外れることにより、爪部７３と係合部５４の係合が
解除され、ワイヤ受け７を排水口４１より引き上げ、レリースワイヤ３をワイヤ受け７か
ら取り外すことでレリースワイヤ３を装置から取り外してメンテナンスを行うことが可能
となる。
【００３９】
　メンテナンス後、再びワイヤ受け７を取り付ける際には、レリースワイヤ３の端部をワ
イヤ受け７に固定した後、排水口４１よりワイヤ受け７を押し込み、溝部５２に爪部７３
を配置した後に、ストッパー４３を取り付けるだけで良い。
【００４０】
　本発明の第一実施形態に係る遠隔操作式排水栓装置１は以上であるが、本発明の遠隔操
作式排水栓４においては、排水管５に排水栓４を螺合させた後、軸部３１に弁体８を取り
付けるだけで遠隔操作式排水栓装置１の施工が完了することができることから、従来の遠
隔操作式排水栓装置１のように、排水管５に排水栓４を螺合させた後にレリースワイヤ３
の挿通を行うといった、手順を必要とせず、施工性に優れている。
　又、本発明においては、排水栓４の螺合中より、ワイヤ受け７は弾性部材６に付勢され
てストッパー４３と当接することから、ワイヤ受け７は排水栓４の内部において常に同じ
位置に配置される。従って、槽体Ｂの厚みが変動しても、常にワイヤ受け７の位置を一定
にすることが可能となる。
【００４１】
　又、本発明においては、上昇している弁体８が踏み込まれる等、弁体８の上方より強い
衝撃が加わった際には、軸部３１内のショックアブソーバースプリングが収縮することで
衝撃を吸収するが、弾性部材６が収縮することによっても当該衝撃を吸収することが可能
となる。従って、レリースワイヤ３に対して伝達される衝撃を緩衝することが可能であり
、遠隔操作式排水栓装置１の破損を防ぐことができる。即ち、第一実施形態においては軸
部３１にショックアブソーバースプリングを内蔵しているが、本発明においては弾性部材
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６がショックアブソーバーの役割を果たすことから、軸部３１内にショックアブソーバー
スプリングを内蔵しなくとも良い。
　又、ワイヤ受け７は何れの部材にも係合していないことから、従来の遠隔操作式排水栓
装置のように、衝撃によってワイヤ受けが排水栓より外れてしまうことはない。（従来の
ワイヤ受けは排水栓に係合するなどしていたため、ショックアブソーバースプリングで吸
収できない衝撃が加わった場合、ワイヤ受けが係合箇所より滑落する。）
【００４２】
　本発明の第一実施形態は以上であるが、本発明は上記実施形態に限られるものではなく
、発明の要旨を逸脱しない範囲において適宜変更が可能である。
　例えば、上記第一実施形態においては、槽体Ｂとは別部材である排水栓４によって排水
口４１を形成するとともに、該別部材である排水栓４の内部にストッパー４３を設けるこ
とで遠隔操作式排水栓装置１を構成したが、本発明は当該構成に限られるものではない。
即ち、図１１に示す第二実施形態のように、排水栓４を槽体Ｂの底部と一体として形成し
、槽体Ｂが直接排水口４１を形成しても良い。尚、第二実施形態においては、槽体Ｂの底
部に内溝部４２が設けられ、該内溝部４２にストッパー４３を配置している。
【００４３】
　又、図１２乃至図１５に示す第三実施形態のように、排水管５の係合部５４の下方にお
いて、爪部７３と一時的に係合する仮保持部９を備えても良い。当該第三実施形態におい
ては、遠隔操作式排水栓装置１が施工現場に搬入された状態においては、ワイヤ受け７の
爪部７３が仮保持部９に係合している。（図１３）
　第三実施形態の施工の際には、まず、図１４に示すように、ワイヤ受け７を仮保持部９
に固定したまま、排水口４１より排水栓４を排水管５に螺合させる。そして、排水栓４と
排水管５が槽体Ｂの開口に対して水密に固定された後、爪部７３と仮保持部９との係合を
解除すると、ワイヤ受け７は弾性部材６によって上方へ向けて付勢され、図１５に示すよ
うに、ワイヤ受け７上面がストッパー４３下面に当接してワイヤ受け７の配置が完了する
。最後に、弁体８を軸部３１に取り付けて施工が完了する。
　上記第三実施形態においては、排水栓４の螺合時に弾性部材６の応力が加わらないため
、前記第一実施形態よりも容易に螺合を進めることが可能となる。又、排水栓４の螺合時
に弾性部材６に不要な捻れが加わることもない。
【００４４】
　次に、図１６乃至図２２を用いて第四実施形態を説明する。
【００４５】
　図１６に示すように、本発明の遠隔操作式排水栓装置１は、浴槽である槽体Ｂの底部に
形成された開口を開閉するための装置であって、当該開口と離れた位置に配置された操作
部２に付与された操作をレリースワイヤ３を介して弁体８へと伝達し、弁体８を昇降させ
ることで槽体Ｂ底部の排水口４１を開閉させる構造となっている。当該遠隔操作式排水栓
装置１は操作部２、ワイヤ受け７、レリースワイヤ３、排水栓４、排水管５、弁体８より
構成されている。
【００４６】
　操作部２は槽体Ｂの縁部を螺合によって挟持することによって取り付けられており、チ
ューブ体及びレリースワイヤ３の一端と連結している。チューブ体は他端において継手部
材１２の枝管部５１と連結し、継手部材１２へと続く排水流路を形成している。又、チュ
ーブ体は内部にレリースワイヤ３が挿通されている。
　又、操作部２は槽体Ｂの縁部において開口を形成する操作部本体１０と、操作部本体１
０の内部に配置されて排水口４１の開閉操作を行うスイッチ部１１と、開口の裏面より操
作部本体１０と接続される継手部材１２より形成されている。
【００４７】
　図１７に示すように、操作部本体１０は端部にフランジ部分が形成された筒状の部材で
あって、槽体Ｂの縁部に取り付けられて開口を形成する。又、操作部本体１０はフランジ
部分の下方から下端にかけて、その外周に雄螺子が形成されており、槽体Ｂの下方（裏面
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）より継手部材１２が螺合している。そして、操作部本体１０と継手部材１２はパッキン
を介して螺合し、槽体Ｂの縁部を挟持することで水密に接続されている。尚、操作部本体
１０はその上面においてステンレス材から成る薄板がカシメ加工により嵌着されており、
露出面の意匠性を高めている。
　又、操作部本体１０は内周中程において、全周に亘り内溝部１０１を形成している。尚
、内溝部１０１にはストッパー４３が配置されている。
　ストッパー４３は第四実施形態のストッパー４３と同一形状の部材であり（図４）、平
面視略Ｃ字状のリング部材であって、両端部が内側に屈曲することによってツマミ４４を
形成している。尚、ストッパー４３は（ストッパー４３に対して）何ら応力が加わってい
ない状態において、その外径が操作部本体１０の内径よりも大きく、且つ、その内径が操
作部本体１０の内径よりも小さく形成されている。又、ストッパー４３はその下面におい
てワイヤ受け７と当接している。
【００４８】
　継手部材１２は操作部本体１０内部に侵入した排水を更に下方（下流側）へと流出させ
る管路を形成し、上部において操作部本体１０と螺合する雌螺子を備えるとともに、下部
に可撓性のチューブ体が嵌着している。ここで、継手部材１２は下端外周において断面視
略三角形状のリブが複数設けられており、チューブ体の抜けを防止する形状となっている
。尚、チューブ体に関しては、可撓性を有するゴム等より成るものであってもよく、蛇腹
形状によって可撓性を有するものであっても良い。又、図１８及び図１９に示すように、
継手部材１２は内周において、下端から中程にかけて、軸方向に溝部１２１が形成されて
いる。図１８（ｂ）に示す底面図のように、溝部１２１は継手部材１２の内周に４箇所形
成されており、溝部１２１の側面は一方が段状、且つ他方が傾斜状に形成された傾斜面１
２２となっている。又、溝部１２１の上端はワイヤ受け７の爪部７３と係合する係合部１
２３となっている。
　上記溝部１２１の上方に段部１２４が形成されており、弾性部材６が載置されている。
【００４９】
　弾性部材６はステンレス材からなるスプリングであり、ワイヤ受け７の外側に配置され
ているとともに、段部１２４上に載置されてワイヤ受け７を上方へと付勢している。
【００５０】
　ワイヤ受け７は略筒状であって、固定部７１、フランジ部７２、爪部７３より構成され
ている。固定部７１はワイヤ受け７の中心に配置された筒状部分であり、レリースワイヤ
３の端部を固定している。フランジ部７２はワイヤ受け７の上端に形成され、外側へ向け
て延設されたフランジ部分であって、その下面より弾性部材６によって上方へ向けて付勢
されており、上面が前記ストッパー４３に当接している。即ち、ワイヤ受け７は弾性部材
６によってストッパー４３に押し当てられることでその位置が決定されている。爪部７３
はワイヤ受け７の下端において外側に向けて形成されており、継手部材１２の溝部１２１
と対応する位置において４箇所形成されているが、図１７に示す施工完了状態においては
前記係合部１２３とは係合していない。
【００５１】
　スイッチ部１１は操作部本体１０内部に配置され、表面が操作部本体１０上面と略面一
となるように槽体Ｂから露出しているとともに、裏面においてレリースワイヤ３と連結し
、押動操作が可能となっている。尚、スイッチ部１１はその押動操作により、レリースワ
イヤ３のインナーワイヤを進退させることが可能となっている。
【００５２】
　レリースワイヤ３は金属をコイル状に巻いた撚り線であるインナーワイヤと、合成樹脂
よりなる中空のアウターチューブより構成されている。インナーワイヤは側面からの応力
に対しては可撓性を備えるとともに、軸方向からの応力に対しては剛性を有しており、上
記アウターチューブ内に進退可能に収納されている。又、レリースワイヤ３はインナーワ
イヤがアウターチューブ内を進退することによって弁体８を突き上げることが可能となっ
ている。さらにレリースワイヤ３の端部にはロック機構が内蔵されており、弁体８が突き
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上げられた状態をロックすることができる。
　又、レリースワイヤはその一端が前記スイッチ部１１と連結されていることにより操作
部２内に配置されているとともに、他端（ロック機構を有する側）が操作部本体１０内に
配置されている。
【００５３】
　図１６に示すように、排水栓４は槽体Ｂ底部の開口に上方（表面）より挿通され、内部
に槽体Ｂ内部の排水を排出する排水口４１を形成する。又、排水栓４は下方において排水
管５と螺合している。
　排水管５は排水口４１より排出された排水を更に下方（下流側）の配管（図示せず）へ
と流出させる管路を形成し、側方（図１６における右側）において枝管部５１を備えてい
る。枝管部５１には可撓性のチューブ体が嵌着しており、操作部２側から流入した排水が
合流する流路を形成している。又、チューブ体は内部にレリースワイヤ３が挿通されてお
り、レリースワイヤ３のガイド管としても機能する。こで、枝管部５１は外周において断
面視略三角形状のリブが複数設けられており、チューブ体の抜けを防止する形状となって
いる。尚、チューブ体に関しては、可撓性を有するゴム等より成るものであってもよく、
蛇腹形状によって可撓性を有するものであっても良い。
【００５４】
　上記第四実施形態の遠隔操作式排水栓装置１は、以下のように作動する。
【００５５】
　まず、弁体８が下降しており、排水口４１が閉塞されている状態において、操作部２の
スイッチ部１１に対して押動操作を加えると、レリースワイヤ３のインナーワイヤが弁体
８側へ向けてアウターチューブ内を摺動する。
　インナーワイヤの摺動に伴い、レリースワイヤが弁体８を押し上げることで、弁体８に
嵌着されたパッキンが操作部本体１０から離間し、排水口４１が開口する。
【００５６】
　この時、レリースワイヤ内に設けられたロック機構が作動し、弁体８が突き上げられた
状態がロックされる。
【００５７】
　次に、排水口４１が開口している状態より更にスイッチ部１１を押動すると、前記弁体
８が突き上げられた状態が解除され、弁体８が下降する。そして、弁体８に嵌着されたパ
ッキンが再び操作部本体１０に当接することによって、排水口４１が閉塞される。
【００５８】
　このようにして、本発明の遠隔操作式排水栓装置１は、スイッチ部１１の押動操作を繰
り返すことによって、排水口４１の開閉を遠隔的に行うことが可能となる。
【００５９】
　尚、上記遠隔操作式排水栓装置１に対し、排水口４１が開口している状態、即ち弁体８
が上昇した状態において、弁体８が踏まれる等、弁体８に対して過剰な応力が加えられる
と、レリースワイヤに内蔵されたショックアブソーバースプリング（図示せず）が収縮し
、応力を吸収する。
【００６０】
　上記第四実施形態の遠隔操作式排水栓装置１は、以下のように取り付けられる。
【００６１】
　まず、工場等において、予め操作部本体１０の内溝部１０１にストッパー４３を配置す
る。又、継手部材１２の内部にレリースワイヤ３、弾性部材６、ワイヤ受け７を配置する
。
　この時、弾性部材６がワイヤ受け７の外側に配置されているとともに、段部１２４上に
載置されてワイヤ受け７を上方に向けて付勢している。又、ワイヤ受け７は固定部７１に
おいてレリースワイヤ３の軸部３１を支持固定するとともに、爪部７３が継手部材１２の
溝部１２１内に配置され、爪部７３が係合部１２３と係合している。即ち、ワイヤ受け７
は弾性部材６によって上方に付勢されているが、爪部７３が係合部１２３と係合している
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ことにより、継手部材１２から抜け落ちることなく保持されている。
　次に、施工現場において、槽体Ｂ縁部の下面（裏面）に上記継手部材１２を配置する。
この時、継手部材１２の上面及び槽体Ｂ底部の開口にパッキンを嵌着させる。
　そして、槽体Ｂの縁部の上方（表面）より、槽体Ｂとパッキンを介して操作部本体１０
を継手部材１２と螺合させる。（図２０）ここで、図２１に示すように、操作部本体１０
と継手部材１２との螺合を進めると、継手部材１２のストッパー４３下面とワイヤ受け７
上面が当接する。又、更に螺合を進めると、ワイヤ受け７下方の弾性部材６が収縮し、ス
トッパー４３がワイヤ受け７を押し下げ始める。尚、弾性部材６は収縮しつつもワイヤ受
け７を上方へ向けて付勢していることから、常にワイヤ受け７はストッパー４３に当接し
た状態となっている。
　十分に螺合を進め、操作部本体１０と継手部材１２が槽体Ｂ縁部に対して水密に固定さ
れた時、図２２に示すようにワイヤ受け７の位置が確定される。この時、ワイヤ受け７は
弾性部材６に付勢されるとともにストッパー４３と当接することによって、操作部本体１
０内の好適な位置に配置されている。
　最後に、スイッチ部１１をレリースワイヤ３に取り付けることで図１７に示す状態とな
り、施工が完了する。
【００６２】
　上記第四実施形態の遠隔操作式排水栓装置１は、以下の手順でのメンテナンスを行う。
【００６３】
　ストッパー４３のツマミ４４を、ストッパー４３の端部同士が近づくように握る。この
時、ストッパー４３の外径が小さくなり、操作部本体１０の内溝部１０１よりストッパー
４３を取り出すことが可能となる。尚、ストッパー４３を取り外すと、ストッパー４３に
ワイヤ受け７が当接していたことにより収縮していた弾性部材６が膨張し、爪部７３が継
手部材１２の係合部１２３に係合する位置までワイヤ受け７が上昇する。
　次に、治具等を使用し、ワイヤ受け７を反時計回りに回転させる。この時、爪部７３が
溝部１２１の傾斜面１２２上を摺動し、爪部７３が内側へと撓むことによって溝部１２１
より外れる。即ち、溝部１２１から爪部７３が外れることにより、爪部７３と係合部１２
３の係合が解除され、ワイヤ受け７を槽体Ｂ縁部より引き上げ、レリースワイヤ３をワイ
ヤ受け７から取り外すことでレリースワイヤ３を装置から取り外してメンテナンスを行う
ことが可能となる。
【００６４】
　メンテナンス後、再びワイヤ受け７を取り付ける際には、レリースワイヤ３の端部をワ
イヤ受け７に固定した後、槽体Ｂ縁部より操作部本体１０内部にワイヤ受け７を押し込み
、継手部材１２の溝部１２１に爪部７３を配置した後に、ストッパー４３を内溝部１０１
に取り付けるだけで良い。
【００６５】
　本発明の第四実施形態に係る遠隔操作式排水栓装置１は以上であるが、本発明の遠隔操
作式操作部本体１０においては、継手部材１２に操作部本体１０を螺合させた後、レリー
スワイヤ３にスイッチ部１１を取り付けるだけで遠隔操作式排水栓装置１の施工が完了す
ることができる。従って、従来の遠隔操作式排水栓装置１のように、継手部材１２に操作
部本体１０を螺合させた後にレリースワイヤ３の挿通を行うといった、手順を必要とせず
、施工性に優れている。
　又、本発明においては、操作部本体１０の螺合中より、ワイヤ受け７は弾性部材６に付
勢されてストッパー４３と当接することから、ワイヤ受け７は操作部本体１０の内部にお
いて常に同じ位置に配置される。従って、取り付け箇所の厚みが変動しても、常にワイヤ
受け７の位置を一定にすることが可能となる。
【００６６】
　本発明の第四実施形態は以上であるが、本発明は上記実施形態に限られるものではなく
、発明の要旨を逸脱しない範囲において適宜変更が可能である。
　例えば、上記第四実施形態においては、操作部２が槽体Ｂの縁部に取り付けられていた
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が、図２３に示す第五実施形態のように、槽体Ｂの側璧部分に取り付けられても良い。こ
の場合においては、操作部本体１０が形成する開口は、槽体Ｂに一定以上の排水が流入し
た際に、溢れた排水を排水管５へと導くオーバーフロー流路となる。更に、操作部２が取
り付けられるのは槽体Ｂ上に限られるものではなく、洗い場内等、槽体Ｂ近傍に取り付け
られていても良い。
【００６７】
　又、本発明の遠隔操作式排水栓装置１においては、前記第二実施形態のように、操作部
本体１０を槽体Ｂと一体として形成し、槽体Ｂ自身によって開口を形成しても良い。
　又、第三実施形態のように、操作部本体１０の内部に仮保持部９を備えても良い。
【００６８】
　又、第四実施形態以降の実施形態においては、排水栓４側の構造の記載を一部省略した
が、遠隔操作式排水栓装置１を構成する際において、排水栓４側の構造として、第一乃至
第三実施形態に記載した排水栓４側の構造と組み合わせても良い。
【００６９】
　又、本発明の遠隔操作式排水栓装置１は、洗面ボウル等、浴槽以外の槽体に対して取り
付けても良い。
【００７０】
　又、本発明において、弾性部材は全てステンレス材から成るスプリングであったが、ゴ
ム材その他の材料から成るものであっても良く、又、スプリングに限定されるものではな
い。
【符号の説明】
【００７１】
１　　　　　遠隔操作式排水栓装置
２　　　　　操作部
３　　　　　レリースワイヤ
３１　　　　軸部
４　　　　　排水栓
４１　　　　排水口
４２　　　　内溝部
４３　　　　ストッパー
４４　　　　ツマミ
５　　　　　排水管
５１　　　　枝管部
５２　　　　溝部
５３　　　　傾斜面
５４　　　　係合部
５５　　　　段部
６　　　　　弾性部材
７　　　　　ワイヤ受け
７１　　　　固定部
７２　　　　フランジ部
７３　　　　爪部
８　　　　　弁体
９　　　　　仮保持部
１０　　　　操作部本体
１０１　　　内溝部
１１　　　　スイッチ部
１２　　　　継手部材
１２１　　　溝部
１２２　　　傾斜面



(14) JP 6368896 B2 2018.8.8

１２３　　　係合部
１２４　　　段部
Ｂ　　　　　槽体

【図１】 【図２】
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【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】 【図２０】

【図２１】 【図２２】
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【図２３】
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